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吉
島
地
区
の
情
報
を

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ス
マ
ホ
で
！

下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
お
読
み
く
だ
さ
い

吉島地区交流センター
特定非営利活動法⼈
きらりよしじまネットワーク
〒９９９－０２１４
川西町⼤字吉⽥５８８６ｰ１
ＴＥＬ：４４ｰ２８４０
ＦＡＸ：４４ｰ２８４１
ＨＰ：
https://www.e-yoshijima.org
代表メールアドレス：
kirari-npo@e-yoshijima.org

発 行

　
地
区
報
の
内
容
に
つ
い

て
は
⼗
分
確
認
し
て
お
り

ま
す
が
、
⽂
字
の
誤
り
や

ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
吉
島
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

今月のニュース

地域の⼒を⼀つに、スポーツの夏地域の⼒を⼀つに、スポーツの夏地域の力を⼀つに、スポーツの夏 第５回吉島地区スポーツ祭開催

吉島地区第５次地区計画策定委員会委員(敬称略)

吉
島
地
区
の
将
来
を
⾒
据
え
て

吉
島
地
区
の
将
来
を
⾒
据
え
て

吉
島
地
区
の
将
来
を
見
据
え
て

吉
島
地
区
第
５
次
地
区
計
画
策
定
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

　
吉
島
地
区
第
５
次
地
区
計
画
策
定

委
員
会
の
﹃
第
⼀
回
全
体
会
﹄
を
、

６
⽉
 
⽇
㈭
、
吉
島
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　﹁
吉
島
地
区
第
５
次
地
区
計
画
﹂

は
、
令
和
９
年
度
よ
り
施
⾏
す
る
５

ヶ
年
の
⾏
動
計
画
で
、
吉
島
地
区
に

お
け
る
様
々
な
計
画
や
施
策
の
最
上

位
計
画
と
し
て
、
住
⺠
と
地
区
が
⽬

標
を
共
有
し
、
協
働
し
て
地
域
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
基
本
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
計

画
は
、﹁
⾃
治
﹂﹁
環
境
衛
⽣
﹂﹁
福

祉
﹂﹁
教
育
﹂
の
４
つ
の
分
野
で
構
成

し
、
分
野
ご
と
に
⽬
標
設
定
を
⾏
い

計
画
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

　
吉
島
地
区
で
は
川
⻄
町
の
﹁
第
６

次
総
合
計
画
﹂
に
基
づ
き
、
持
続
可

能
で
安
⼼･

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
向

け
住
⺠
⼀
⼈
ひ
と
り
が
地
域
づ
く
り

に
参
画
し
、
⾃
主･

⾃
⽴
の
地
域
⼒･

⾃
治
能
⼒
の
向
上
を
⽬
指
す
た
め
に

第
５
次
地
区
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

地
区
報

き
ら
り
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川西町からの説明(政策推進課地域係平係⻑)

地区策定委員会の様子

　
今
回
の
全
体
会
で
は
、
前
段
で
川

⻄
町
の
政
策
推
進
課
平
地
域
係
⻑
と

企
画
財
政
課
企
画
係
遠
藤
主
任
よ
り

町
の
地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
や
第
６

次
総
合
計
画
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た

だ
き
、
後
段
で
、
吉
島
地
区
第
５
次

地
区
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
き
ら
り
理
事
⻑
よ
り
策

定
委
員
の
委
嘱
を
⾏
い
ま
し
た
。
策

定
委
員
に
は
各
団
体
⻑
は
じ
め
、
関

係
団
体
の
代
表
や
き
ら
り
理
事･

事
務

局
。
ま
た
、
外
部
委
員
と
し
て
慶
應

義
塾
⼤
学
⼤
学
院
の
下
野
さ
ん
に
福

祉
分
野
で
ご
協
⼒
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
地
域
の
課
題
は
更
に
深
刻
化

し
、
従
来
の
や
り
⽅
で
は
通
⽤
し
な

い
社
会
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
現

実
を
⾒
極
め
、
先
読
み
し
な
が
ら
⾏

動
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
策
定
委
員
の
皆
さ
ま
、
今
年
⼀
年

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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【委員長】
　遠藤勝則(きらり理事⻑)
　【副委員⻑】
　須藤弘明
　笹⽊喜⼀(きらり副理事⻑)
【策定委員】
（自治部会）
　今野宏典(きらり評議員)
　髙橋裕之
　鈴⽊喜⼀
　百瀬 光(吉島地区商⼯会⻑)
　佐藤 悠
　本⽥雅⼈
　髙梨裕晃(部会マネージャー)
　寒河江忠
　舩⼭広輔(部会事務局)
　⼩形悠介(部会事務局)
　⼩形雅之(部会事務局)

(部会サブマネージャー)

(町消防団第七分団長)
(JA青年部吉島⽀部⻑)

(吉島地区農振協会長)
(吉島地区防犯協会長)

(自治会⻑連絡協議会⻑)
（環境衛生部会）
　須藤千映(きらり理事)
　島貫裕司(きらり理事)
　齋藤正好(吉島地区衛連会⻑)
　本⽥三司
　寒河江栄⼀(きらり評議員)
　淀ひろみ(きらり評議員)
　若林英祐(部会マネージャー)
　和⽥ 悠
　髙橋敏昭(部会事務局)
　鈴⽊耕司(部会事務局)
　齋藤和樹(部会事務局)
（福祉部会）
　市川憲昭(きらり理事)
　髙橋久⼦(きらり理事)
　髙橋由和(きらり理事)

(吉島ボランティア会長)

(部会サブマネージャー)

　笹⽊庄伍
　淀 保弘
　平仁三郎
　松⽥正⼦(推薦委員)
　原⽥和久(部会マネージャー)
　遠藤京介
　淀野智史(部会事務局)
　情野 亘(部会事務局)
　島貫杏未(部会事務局)
　下野はんな
（教育部会）
　早坂昭彦(きらり理事)
　鈴⽊明美(きらり理事)
　島貫由実
　後藤 聡(吉島⼩学校教頭)
　⿊澤茂樹

(社協吉島地区推進委員長)
(交通安全協会吉島支部⻑)
(吉島地区老ク連会⻑)

(部会サブマネージャー)

(慶應義塾大学⼤学院)

(吉島地区公民館⻑会⻑)

(児童クラブきらり所長)

　笹⽊博樹
　梅津美沙
　⿊澤誠基
　内⼭幸太
　⼩形崇洋(部会マネージャー)
　笹⽊⼀茂
　島貫善和(部会事務局)
　島貫貴志(部会事務局)
　原⽥隼弥(部会事務局)
　島貫旬⼈(部会事務局)
【事務局】
　⼩形喜代之(⾃治部会)
　齋藤奏太(福祉部会)
　坂野菜穂(教育部会)
　神野⼀明(環境衛⽣部会)
　⽻⾓良幸(教育部会)

(部会サブマネージャー)

(吉島小学校PTA会⻑)
(吉島小学校PTA副会⻑)
(美郷幼稚園保護者会長)
(美郷幼稚園保護者副会長)

　﹃
第
５
回
吉
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
祭
﹄

が
、
７
⽉
５
⽇
㈰
に
吉
島
⼩
学
校
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
昨
年
ま
で
の
﹃
シ
ル
バ

ー
健
康
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
⼤
会
﹄
と

﹃
ス
ポ
ー
ツ
祭
﹄
を
統
合
し
、
ひ
と

つ
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
と
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
６
つ
の
連

合
⾃
治
会
よ
り
延
べ
１
２
０
名
の
⽅

に
参
加
い
た
だ
き
、
会
場
は
熱
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
当
⽇
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
体
育

館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
共
に
盛
り
上
が
り

を
⾒
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
久
し
ぶ
り

に
綱
引
き
も
復
活
し
、
各
種
⽬
ア
ツ

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
優
勝
し
た
の
は
下
吉
⽥
連
合

会
で
、
４
⼤
会
連
続
の
総
合
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
き
ら
り
で
は
、
縮
充

(

規
模
を
縮
⼩
し
な
が
ら
充
実
を
図
る)

に
向
け
て
、
様
々
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大会結果

♦総合の部♦
 優勝 下吉田　準優勝 三ツ井　第3位 上尾長島

左:総合優勝した下吉田連合会チーム
右上:モルック、右下:綱引き

♦グランドゴルフの部(団体)♦
 優勝 下吉田　準優勝 三ツ井　第3位 下平柳

♦グランドゴルフの部(個人)♦
 優勝 飯田和子さん　準優勝 島貫洋一さん　第3位 早坂昭一さん

♦モルックの部(一般･シニア混合)♦
 優勝 下吉田　準優勝 下尾長島　第3位 上尾長島

♦ペタンクの部(一般･シニア混合)♦
 優勝 下吉田　準優勝 上尾長島　第3位 三ツ井

♦カローリングの部(一般)♦
 優勝 下吉田B　準優勝 下吉田A　第3位 下平柳

♦カローリングの部(シニア)♦
 優勝 三ツ井　準優勝 下尾長島　第3位 上尾長島

♦ボッチャの部(一般)♦
 優勝 三ツ井　準優勝 下尾長島　第3位 下吉田

♦ボッチャの部(シニア)♦
 優勝 下尾長島　準優勝 上尾長島

♦綱引きの部♦
 優勝 下吉田　準優勝 下平柳　第3位 三ツ井

受賞された皆様おめでとうございます！



お知らせ

【開催予定日】 7⽉27⽇(⽉)
　　8月3日(月)、17日(月)、24日(月)、31日(月) ��
【時　間】9:30∼11:30
【場　所】吉島地区交流センター
【内　容】百歳体操、茶話会

きらきらサロンきらきらサロン
【開催予定日】 7⽉23⽇(⽊)、31⽇(⾦)
　      8⽉6⽇(⽊)、21⽇(⾦)、28⽇(⾦)
【時　間】13:00～16:00 
【場　所】吉島地区交流センター
【その他】その他開催日を設定します

ラージボール卓球ラージボール卓球

【開催日時】７⽉２５⽇(⼟) 7:00∼
【審査項目】⾊の配置･デザイン、花の⽣育状況、
　     花壇周りの清掃･管理 等

第２回審査会実施のお知らせ第２回審査会実施のお知らせ

編
集
後
記

編
集
後
記

7⽉・8⽉の主な予定7月・8⽉の主な予定

　
ジ
リ
ジ
リ
と
し
た
暑
さ
が
続
き
、
真
夏
を
感
じ

る
今
⽇
こ
の
頃
。
７
⽉
に
⼊
り
、
半
年
が
終
わ

り
、
時
の
過
ぎ
⾏
く
速
さ
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
６
⽉
よ
り
吉
島
地
区
の
第
５
次
地
区
計

画
策
定
委
員
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。﹁
５
年
後
吉

島
地
区
は
ど
の
よ
う
な
地
区
に
な
っ
て
い
る
の

か
﹂﹁
ど
う
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
の
か
﹂、
こ
れ
か

ら
の
吉
島
地
区
の
未
来
を
設
計
す
る
⼤
事
な
委
員

会
で
す
。
超
少
⼦
⾼
齢
化
、
⼈
⼝
減
少
、
物
価
上

昇
等
。
こ
れ
か
ら
地
⽅
の
課
題
は
深
刻
化
し
て
い

く
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な
中
で
、
地
域
住
⺠
が

﹁
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
﹂
の
た
め
に
、
相
互

に
助
け
合
い
な
が
ら
地
域
づ
く
り
に
参
画
し
、
⾃

主･

⾃
⽴
の
地
域
⼒
、
⾃
治
能
⼒
の
向
上
を
⽬
指

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
策
定
委
員
の
皆
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
吉
島
地
区

の
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
の
吉
島
地
区
の
将
来
に
つ

い
て
考
え
、﹁
住
み
や
す
い
、
住
み
続
け
た
い
﹂

地
域
を
⽬
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　吉島地区では「緑と花がある美しい吉島」を⽬
指して、環境保全運動に取り組んでいます。
　６⽉の『緑化推進事業』では、皆さまにご協⼒
いただきながら花苗の植栽を⾏いました。
　つきましては、下記内容で２回⽬の審査会を実
施しますので、各⽀部･団体の皆さま、花壇の管理
にご協⼒をお願いします。

吉島地区花壇コンクール7月16⽇(⽊)∼18⽇(⼟) わんぱくキッズスクール通学合宿
7月24⽇(⾦) 19:00∼ 地区計画策定委員会作業部会
7月25日(土)　  7:00～ 第2回花壇コンクール審査
8月  7日(金)　  9:00～ わんぱくキッズスクール閉校式
8月17⽇(⽉) 10:15∼ 介護予防事業「ゲームで脳トレ講座」
8月19⽇(⽔) 10:00∼ いきいきサロン「出前落語」
8月20⽇(⽊) 18:30∼ 吉島地区総合防災訓練説明会
8月21⽇(⾦) 18:30∼ きらり事務局会
8月26⽇(⽔) 18:30∼ きらり理事会
8月29日(土)　  7:00～ 第3回花壇コンクール審査
8月30日(日)　  8:00～ 吉島地区総合防災訓練

吉島地区交流センター　地区報きらり第4号 2026年(令和8年)7月15日発行

※日程や内容は変更になる場合があります。

休館のお知らせ休館のお知らせ
誠に勝手ながら下記期間を休館⽇といたします

休館中ご利用される⽅は休館⽇前⽇までお申込みください
7月21⽇(⽕)、8⽉10⽇(⽉)∼8⽉14⽇(⾦)

世代を超えた卓上の熱き戦い！世代を超えた卓上の熱き戦い！
世代間交流麻雀⼤会❝夏の陣❞開催

　
７
月
　
日
㈯
、『
吉
島
地

区
世
代
間
交
流
麻
雀
大
会
夏

の
陣
』
が
吉
島
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
今
回

は
、
地
区
内
外
か
ら
　
人
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
見
事
優
勝
を
飾

ら
れ
た
の
は
関
川
守
さ
ん

(

犬
川
地
区)

で
、
前
大
会
は

準
優
勝
と
、
リ
ベ
ン
ジ
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
『
世
代
間
交
流
麻
雀

大
会
』
を
楽
し
み
に
、
毎
大

会
参
加
し
て
く
だ
さ
る
常
連

の
方
も
お
り
、
ひ
と
つ
の
交

流
の
「
居
場
所
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
き
ら
り
で
は
、
世
代
間
交

流
を
⽬
的
と
し
た
事
業
を
数

多
く
企
画･

運
営
し
て
い
ま

す
。
ど
の
事
業
に
お
い
て

も
、
地
区
住
⺠
だ
け
で
な
く

幅
広
い
⼈
た
ち
が
交
流
す
る

こ
と
で
、
そ
こ
に
新
た
な
繋

が
り
が
⽣
ま
れ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。

優勝
関川　守さん�（⽝川）

第3位
齋藤　奏太さん（北⽅）

準優勝
島貫　俊彦さん（東⽅）

入賞された皆様おめでとうございます！

大会結果

第1回審査会を6月25⽇(⼟)に実施しました
審査員の皆さまありがとうございました

過疎対策の取組みについて現地調査過疎対策の取組みについて現地調査
総務省過疎対策室が視察で来館

　
６
月
　
日
㈮
、
総
務
省
過

疎
対
策
室
の
野
口
理
事
官
は

じ
め
、
伊
藤
事
務
官
、
宮
田

事
務
官
が
『
過
疎
対
策
の
取

り
組
み
状
況
調
査
に
係
る
現

地
視
察
』
と
し
て
吉
島
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
に
ご
来
館
さ

れ
ま
し
た
。

　
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
総
務
省
の
過

疎
事
業(

過
疎
地
域
等
集
落

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
圏
形
成
支
援

事
業)

を
活
用
し
、
関
係
人

口
の
拡
充
や
住
民
の
居
場
所

づ
く
り
な
ど
、
様
々
な
事
業

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
過
疎
事
業
の
報
告

を
⾏
い
、
過
疎
対
策
室
の

⽅
々
と
今
後
の
過
疎
事
業
の

取
り
組
み
⽅
に
つ
い
て
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
実

際
に
補
助
事
業
を
活
⽤
し
て

建
て
た
施
設
な
ど
も
⾒
学
さ

れ
ま
し
た
。

今年度もご理解･ご協⼒お願いします今年度もご理解･ご協力お願いします
日⾚吉島地区協賛委員会総会開催

　
令
和
８
年
度
の
『
日
赤
吉

島
地
区
協
賛
委
員
会
総
会
』

が
６
月
　
日
㈫
、
吉
島
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
来
賓
と
し
て
川

西
町
福
祉
介
護
課
に
出
席
い

た
だ
き
、
委
員
長
は
じ
め
各

自
治
会
の
協
賛
委
員
参
加
の

も
と
、
令
和
７
年
度
の
事
業

報
告･

収
支
決
算
報
告
や
令

和
８
年
度
の
事
業
計
画･
収

支
予
算
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
住

民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い

た
会
費
を
活
動
資
金
と
し
て

活
用
し
な
が
ら
、
災
害
救
護

活
動
や
支
援
活
動
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
住
民
の
皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
協
賛
委
員
の
皆
さ

ま
⼀
年
間
ご
協
⼒
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　いきいきサロンとは、地域の⾼齢者が気軽に集
い、ふれあいを通して⽣きがいづくりや仲間づく
りの輪を広げ、⼼⾝の健康維持や介護予防を⽬的
にした活動です。
　吉島地区では、吉島ボランティア会が主となり
サロン事業を企画･運営し、令和８年度は下記内容
で、いきいきサロンを開催いたします。

いきいきサロンのお知らせいきいきサロンのお知らせ
吉島ボランティア会

○第1回
【日時】８⽉１９⽇(⽔) 10:00∼11:00
【場所】吉島地区交流センター　⼤集会室
【内容】出前落語
【講師】山形落語愛好協会 笑⾵亭間助さん
○第2回
【日時】９⽉３⽇(⽊) 10:00∼11:00
【場所】吉島地区交流センター　研修室
【内容】手話の出前研修会
【講師】山形県聴覚障がい者情報⽀援センター
○第3回
【日時】１０⽉２７⽇(⽕) 10:00∼11:00
【場所】子育て⽀援センター「こあら」 ホール
【内容】ピアノ演奏会
【講師】伊藤真理さん(北方)

令和８年度日⾚吉島地区協賛委員
【委員長】
島津慶仁さん(吉田⻄)
【副委員長】
小形光男さん(尾⻑島⻄)
【監　事】
寒河江ひろみさん(西 原)
青⽊源治さん(吉⽥南)

寒河江一則さん(東 ⽅)
須貝洋⼀さん(北 ⽅)
新野典仁さん(吉田中)
笹木庄伍さん(吉⽥東)
笹木英⼆さん(上尾⻑島)
笹木幸夫さん(堤)
青⽊芳信さん(尾⻑島東)
遠藤信夫さん(坂　⽔)
角⽥憲昭さん(下屋敷)

【協賛委員】
和田和之さん(⼋ツ⼝)
情野　保さん(中 町)
和田治夫さん(⻄ 町)
島貫洋一さん(三ツ井)
寒河江輝文さん(中三ツ井)
黒澤栄孝さん(東 郷)
情野光宏さん(北　郷)
寒河江寿樹さん(南　郷)
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意
見
交
換
の
中
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
課
題
や
悩
み

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
単
に
同
じ
こ
と
を
や
る

の
で
は
な
く
、
同
じ
考
え
方

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
き
ら
り
で
は
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
輪
を

拡
げ
な
が
ら
、
全
国
各
地
と

交
流
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

現地調査に伴う事業報告の様子

3011

16

きらりからつながり、拡がる輪きらりからつながり、拡がる輪
福島、島根、沖縄、山形でディスカッション

　
福
島
県
、
島
根
県
、
沖
縄

県
そ
し
て
山
形
県
の
四
県
を

跨
い
だ
意
見
交
換
会
が
７
月

１
日
㈬
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
１
月
に
開
催
し
た

「
地
域
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
参
加
者
の
志
賀
さ
ん

(

福
島
県
石
川
町
中
谷
地
区

自
治
協
議
会
事
務
長)

と
香

川
さ
ん(

島
根
県
奥
出
雲
町

地
域
お
こ
し
協
力
隊)

、
そ

し
て
十
年
来
交
流
の
あ
る
沖

縄
県
那
覇
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
１

万
人
井
戸
端
会
議
代
表
理
事

の
南
さ
ん
が
来
館
さ
れ
、
今

後
の
地
域
間
交
流
や
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

　
き
ら
り
よ
し
じ
ま
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
事
業
を
通
じ
て
つ

な
が
っ
た
⽅
が
、
ま
た
き
ら

り
を
通
じ
て
輪
を
拡
げ
て
⾏

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
関

係
⼈
⼝
の
構
築
や
拡
充
に
と

っ
て
⾮
常
に
重
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

意見交換の様⼦

　
過
疎
対
策
室
の
方
々
か
ら

は
、「
過
疎
事
業
を
活
用
し

て
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
日
本
全
国
に
増
え
て
い
く

の
が
理
想
で
す
」
と
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
さ
ら
に
過
疎
地
域

で
は
様
々
な
課
題
が
出
て
き

ま
す
が
、
補
助
事
業
を
活
⽤

し
住
⺠
に
と
っ
て
住
み
よ
い

吉
島
を
⽬
指
し
、
こ
れ
か
ら

も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

優勝した関川守さん（犬川）
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